
会派行政視察報告書

会派行政視察における調査結果について、下記のとおり報告いたします。

 令和２年３月１９日

 光市議会議長  西 村 憲 治 様

光市議会会派『こう志会』

代 表   中本 和行

議 員   萬谷 竹彦

議 員   大田 敏司

議 員   林  節子

記

１ 視察年月日   令和２年２月４日～５日（１泊２日）

２ 調 査 市 等   埼玉県三郷市、衆議院・参議院議員会館

３ 調 査 結 果  別紙のとおり



こう志会視察報告書 

日時 令和２年２月４日（火） １３時３０分～１５時３０分 

調査市名 埼玉県三郷市 

テーマ ○日本一の読書のまち推進事業について 

調査市人口・面積 １４２，４８４人 ３０．１３ｋ㎡ 

市議会議員定数 定数２４名 現２２名 （４常任委員会・４特別委員会） 

概要 ・三郷市を選んだ理由 

三郷市の新和小学校が読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰を受賞しています。 

日頃の読書活動や学校図書館活用の実践、保護者や地域の支援が総合的に評価された

ものと、聞いています。 

「読書活動をとおして人と人との絆を結び、誰もが、いつでも読書に親しみ、心豊か

に暮らすことができる、文化のかおり高いまち」をめざしてさらに取り組んでいる、三

郷市の取組みを学びたいと思いました。 

・調査内容 

三郷市は、読書活動をとおして人と人との絆を結び、誰もが、いつでも読書に親しみ、

心豊かに暮らすことができる、文化のかおり高いまちを創ることを願い、平成２５年３

月１８日「日本一の読書のまち」を宣言しました。 

本計画は、その宣言に基づき、さらに家庭・地域・学校・図書館・行政・市民団体な

どが連携し、市民の読書活動を推進していくために策定したものです。 

Ｑ．図書館ネットワークについて、詳しく教えてください。 

Ａ．５１０，０００冊の本が、最寄りの図書館で貸し出し、返却が可能なにしたネット

ワークです。 

図書館のみならず、文化センター・コミュニティセンターもネットワークの中に入

っており、少しでも市民の利便性に貢献できればと考えています。 

Ｑ．「らんどせるブックよもよも」の事業について教えてください。 

Ａ．子どもたちに読書の楽しさを知ってもらうため、学校での学びのスタートである小

学校１年生に本を１冊プレゼントしています。１２冊の本の中から、希望の本を選

んでいただいています。 

１９校の小学校に１冊ずつ手渡しをしています。 

また、小学校３年生対象の、「としょかんトーク」という事業もあり、図書館司書

が学校へ出向き、様々な分野の本を紹介しています。 



Ｑ．三郷の教育方針を。 

Ａ．①授業改革、②日本一の読書の 

まち三郷の推進、③家庭教育の 

充実④夢への挑戦の、四つの礎 

を基本に、夢を育む教育に力を 

入れています。 

所感 中本和行 

三郷市は、平成２５年３月１８日に「日本一の読書のまち宣言」をしました。 

総合計画の中で、読書のまち推進計画を推進、基本方針で、市民総ぐるみ読書の推

進、読書活動を通じて、学校、家庭、地域、企業との協働連携で、人と人の絆が結ば

れて、読書の歓びと楽しさを伝えていました。 

図書館の利用者数も増加して文科大臣賞他、多くのコンクール受賞と成果があらわ

れています。 

現代、読書離れ、活字離れの中で、街あげての取り組みには感銘いたしました。 

親切丁寧に説明して頂いき、良い視察でした。 

萬谷竹彦 

日本一の読書のまちをぜひ視察したいという思いで、お伺いさせていただきまし

た。図書館を現地視察させていただき、本当に驚かされました。これも市の教育の方

向性とそれに関わる方々の努力の成果だと感じました。やはり、教育は人づくりであ

り、小さな頃からの取組みが不可欠であることを改めて認識しました。 

三郷市の理にかなった真剣な実践例は、見習うべきだと思いました。 

大田敏司 

去る、２月４日に埼玉県三郷市に行政視察に行きました。 

三郷市では、「日本一の読書まち三郷」を目指して市民と行政が一体となり読書の

まちづくりをめざしておられました。 

三郷市では「日本一の読書のまち宣言」を市として表明をされ、基本方針に、 

●市民総ぐるみの読書活動の推進 

●読書活動を通じた「知」の創造の支援 

●読書活動を通じたネットワークづくり 

を基本方針として、取り組まれており、「小中学校における読書活動の推進」、「読書

ウイーク・読書フェスティバル」、「学校図書館の充実」、「子どもの読書活動優秀実践

校」や本の楽しさを家族に伝える「家読『うちどく』（家庭での読書活動）」を推進。



「子どもらしい感性を」と題され、三郷の次世代の読書活動を推進、読書活動を推進

するリーダー子どもの育成に力を入れておられました。これまで７期、２３０名以上

の子どもが参加をされ「子ども司書」として認定をされていました。 

図書館も充実されており、公共図書館３館と公共施設内の一角に４図書館を作ら

れ、市民の誰もが歩いて図書館に通われる様に身近なところに施設を開設されておら

れる点は素晴らしいと感じました。又、最近では電子図書館も新設され、本当に、市

民の誰もが本に対して親しめる工夫をされておられました。 

林 節子 

三郷市は、読書をとおして人と人との絆を結び、誰もがいつでも読書に親しみ、心

豊かに暮らすことのできる、文化のかおり高いまちを将来像に掲げ「日本一の読書の

まち宣言」を宣言しました。 

本を読むだけで無く、小中学校への読書の推進、フェスティバルやコンクール、有

名人による文学講演会などの開催を通して、本にふれあえるよう工夫しています。 

学校への支援事業や、市民と連携して子どもの読書環境を向上するためのイベント

を開催しています。 

特に、本が読みたくても困難な方へのコーナーがあり、個々に対応出来るようにな

っていました。活字による読書が困難な方へは、大活字本（通常より大きな文字）や、

ＣＤ-ＲＯＭによる録音図書（ディジー図書）、点字図書があります。高齢者や障害者

のために、パソコンやヘッドホンで本の内容を読み上げるなど、全ての方が図書を楽

しめるよう考えられていました。 

当市でも、障害のある方に読書を楽しめるコーナーがあれば、少しでも楽しみが増

えるのではないかと感じました。 



日時 令和２年２月５日（水） ９時３０分～１６時００分 

調査市名 衆議院・参議院議員会館 

目的 ○国会議員との意見交換・要望書提出 

概要 岸 信夫  衆議院議員（本人対応） 

林 芳正  参議院議員（本人対応） 

杉田 水脈 衆議院議員（本人対応） 

北村 経夫 参議院議員（本人対応） 

桝屋 敬悟 衆議院議員（本人対応） 

高村 正大 衆議院議員（秘書対応） 

西村 康稔 衆議院議員（秘書対応） 

安達 雅志 参議院議員（秘書対応） 

山口県、そして光市の課題を意見交換させて頂きました。 

令和２年度の光市要望に関する要望書を提出させて頂きました。 

（要望書は別紙のとおり） 

岸 信夫 衆議院議員と        林 芳正 参議院議員と 

北村 経夫 参議院議員と       杉田 水脈 衆議院議員と 



桝屋 敬悟 衆議院議員と 








